
 

 

【スタッフ】 

部長 飯田 圭一郎 

技師長 安部 裕美子 

理学療法士 22 名 

作業療法士 6 名 

言語聴覚士 3 名 

助手 2 名 

 

【理念】 

安心、安全に早期リハビリテーションの充実・促進を図ることにより、早期回復を促し、

患者さまの退院・転院の橋渡しが的確にできるよう努める。 

 

【方針】 

当部においては、急性期のリハビリテーションの役割を担っていると考え、主として発

症間もない患者さま、手術後間もない患者さまを対象とし、積極的にリハビリテーション

を実施します。また、退院後の治療継続が必要な患者さまにおいては、外来でのリハビリ

テーションを実施します。 

 

【重点診療方針】 

・ 早期リハビリテーションの充実・促進 

・ 患者さまの満足度向上 

・ チーム医療の充実 

 

【行動指針】 

①  知識・技術・人間性を磨く 

②  向上心を持ち、主体的に学ぶ 

③  専門職として、熱意と責任感をもって最後まで取り組む 

④  現状に満足することなく、創造性をもって挑戦する 

⑤  相手を理解し、敬意と思いやりの心で接する 

⑥  お互いが、信頼・成長し合える関係作りに努める 

⑦  「笑顔」と「ありがとう」があふれる職場作りに努める 

 

【令和 6 年度 重点目標】 

「リハビリテーションを安心・安全のもと、適切に実施する」 

 ・患者さまと共に個別性を重視した計画を立て治療の進捗や目標の達成度を共有する 

 ・効果を客観的に評価し、計画の見直しにつなげる 

リハビリテーション部 

 

 



 ・接遇レベルの更なる向上 

 ・医学管理料算定率の向上 

 

【施設基準】 

・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ 廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ がん患者リハビリテーション料 

 

【主な対象疾患】 

・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

骨折･外傷･脊椎脊髄疾患･関節疾患･関節リウマチ･切断など 

・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

脳出血･くも膜下出血・脳梗塞･頭部外傷など 

・ 廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

廃用症候群（腎不全･腎盂腎炎･胆のう炎･脱水など） 

・ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

慢性閉塞性肺疾患･喘息･肺炎など 

・ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

心筋梗塞･心不全･心大血管疾患術後など 

・ がん患者リハビリテーション料 

各種がん疾患･手術後･化学療法や放射線による治療中・治療後など 

 

【概要】 

令和 6 年度は、理学療法士 22 名（6 月末で 1 名退職）、作業療法士 6 名、言語聴覚士 3

名、助手 2 名の計 33 名の体制で、当院の基本方針・当部の重点診療方針・行動指針・令

和 6 年度の重点目標に基づき、様々な疾患や外傷に伴って発生した障害をもつ患者さまに

対して、発症後早期または手術後早期よりリハビリテーションを実施しました。 

今年度は「リハビリテーションを安心・安全のもと、適切に実施する」を目標に掲げ、

当院のリハビリテーションを受けてよかったと言っていただけるよう、質の高い治療の提

供に努めました。 

診療実績は、前年度と比較して、リハビリテーション処方患者さまの総数は増加となり

ましたが、リハビリテーション実施延べ単位数は減少となりました。この要因としては、

中途退職者や育児休暇取得者等が複数名となり、実働療法士数が減少したためと考えられ

ます。 

診療の柱である機能回復、廃用予防、退院支援等については、多職種で積極的に実施し、

必要なリハビリテーションを安全・確実に提供できたと考えています。 

診療業務においては、業務の質を高めるために、チームごとの勉強会の定期開催を必須



とし、臨床実践のブラッシュアップに努めています。日々の症例への介入から臨床におけ

る疑問や興味を追求する研究的視点を養うことも重要と考え、研究推進班を設置していま

す。部内の研究を奨励し、研究方法や発表方法等を共に学習しています。学会発表件数も

増えてきており、診療業務の質の向上につながってきています。 

診療業務以外においても、我々の専門性を広く活かす目的で転倒予防班と腰痛予防班を

設置し、院内の委員会、各部署などと協働して様々な取り組みを行っています。取り組み

の一環として、腰痛予防班は、職員の腰痛予防対策としてアンケートや勉強会を実施しま

した。転倒予防班は医療安全対策室と協働して院内の転倒インシデントレポートの集計・

分析を行い、各部署に報告や提案を行いました。また、院外に向けて、下関市教育委員会

が実施している「下関市生涯学習まちづくり 出前講座」のくらしと健康・福祉分野に講

座を提供、依頼に応じて該当地域で講座を開催しています。担当する講座には今年度は、

4 件の依頼がありました。どの講座も好評価をいただき、市民の方々の健康の維持・増進

に貢献できたと考えています。 

これからも急性期の段階から退院後の生活を見据え、患者さま、ご家族の思いに沿った

患者中心のリハビリテーションの提供を実践できるよう努めてまいります。 

 

【治療実績】（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

１）リハビリテーション処方数 

令和 6 年度、リハビリテーション処方数は 3,281 件（前年度より 187 件増、増減率

は前年度比約 6.0％増）で、その疾患内訳数は表 1 に示します。全体数の中での割合

は、運動器疾患が約 37％、脳血管疾患等が約 10％、廃用症候群が約 13％、呼吸器疾

患が約 17％、心大血管疾患が約 12％、がん疾患が約 11％です。 

 

表 1 リハビリテーション処方数（疾患別） 

疾患別名 処方数(件) 
増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 1,196 －2.8 

脳血管疾患等 324 12.9 

廃用症候群 432 1.2 

呼吸器 564 13.7 

心大血管疾患 395 26.2 

がん患者 370 8.5 

合 計 3,281 6.0 

 

２）リハビリテーション実施延べ単位数 

総数は 67,361 単位（前年度より 7,848 単位減、増減率は前年度比約 10.4％

減）。疾患･外来･入院別の内訳は表 2 に示します。療法別の内訳は表 3 に示しま

す。 

 



表 2 疾患別リハビリテーション実施延べ単位数（外来・入院別） 

疾患別名 外来 
増減率 

(前年度比(％)) 
入院 

増減率 

(前年度比(％)) 
合計 

増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 4,995 －15.3 27,663 －11.3 32,658 －11.9 

脳血管疾患等 447 33.0 11,906 －19.9 12,353 －18.8 

廃用症候群 20 －31.0 3,510 －23.5 3,530 －23.6 

呼吸器 37 －28.8 9,372 －2.2 9,409 －2.4 

心大血管疾患 548 7.0 5,838 28.2 6,386 26.1 

がん患者 － －  3,025 －16.0 3,025 －16.0 

合 計 6,047 －11.4 61,314 －10.3 67,361 －10.4 

 

表 3 疾患別リハビリテーション実施延べ単位数（療法別） 

疾患別名 理学療法 
増減率 

(前年度比(％)) 
作業療法 

増減率 

(前年度比(％)) 
言語聴覚療法 

増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 26,261 －17.9 6,397 25.8 － － 

脳血管疾患等 4,672 －22.4 4,595 －12.8 3,086 －21.2 

廃用症候群 3,012 －25.7 210 13.5 308 －18.9 

呼吸器 6,178 －4.2 477 325.9 2,754 －10.6 

心大血管疾患 5,994 22.4 392 134.7 － － 

がん患者 2,727 －15.5 172 68.6 126 －53.8 

合 計 48,844 －13.8 12,243 12.1 6,274 －18.0 

 

３）退院患者の自宅復帰率 

自宅復帰率は、全体で 70.7％（前年度より約 1.4％減、増減率は前年度比約 1.9％

減）。疾患別の内訳は表 4 に示します。 

 

表 4 疾患別リハビリテーション別 自宅復帰率  

疾患別名 自宅復帰率(％) 
増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 54.8 －18.3 

脳血管疾患等 46.5 8.9 

廃用症候群 80.8 0.1 

呼吸器 70.1 0.9 

心大血管疾患 76.4 －3.2 

がん患者 95.5 2.0 

平 均 70.7 －1.9 

  



４）日常生活自立度の改善状況(BI（Barthel Index：バーセルインデックス）値の変化） 

各疾患において差はありますが、BI 値利得は増えており改善がみられたといえ

ます。 

 運動器 脳血管疾患等 廃用症候群 呼吸器 心大血管疾患 がん患者 

介入時 32 32 47 32 47 48 

退院・転院時 77 61 72 55 76 88 

 

【院外活動】 

＜スポーツ活動支援＞ 

開催年月 大会名・講座名  

2024.6 第 106 回全国高等学校野球選手権山口大会 ［サポートスタッフ］ 

平沼侑花・布村飛龍 

 

【業績集】 

＜発表等＞ 

開催年月 演  題  等 発表者等 学会名等 場所 

2024.6 山口県内の心不全療養指導士

の活動の現状と課題 

月城一志 第 124回日本循

環器学会中国・

四国合同地方会 

広島市 

2024.7 内部障害領域における最新知

見・臨床での実際 

[講師] 

水野博彰 

山口県理学療法士会 

ナイトセミナー 

Web 開催 

2024.8 腰痛予防教室 ［講師］ 

竹永秀平 

平沼侑花 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

下関市立

吉田公民

館 

2024.9 下肢大切断後のリハビリテー

ションとADL・退院支援に関す

る検討－透析患者・非透析患者

での比較検討－ 

水野博彰 第 37 回中国ブ

ロック理学療法

士学会 

米子市 

2024.9 心不全患者における退院時の

Bendopnea と身体機能の関連 

月城一志 第 37 回中国ブ

ロック理学療法

士学会 

米子市 

2024.9 2 型糖尿病患者の性格特性と身

体機能の関連性の検討－年齢

と性別での層別解析－ 

水野博彰 第 10 回日本糖

尿病理学療法学

会学術大会 

広島市 

2024.9 産業理学療法を知って、活躍の

場を広げよう！ 

［講師］ 

鐘井光明 

山口県理学療法士会

産業理学療法研修会 

Web 開催 

2024.9 腰痛予防教室 ［講師］ 

小林健治 

阿部小夏 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

リサイク

ルプラザ 



2024.10 腰痛予防教室 ［講師］ 

小林健治 

阿部小夏 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

リサイク

ルプラザ 

2024.10 心不全急性期離床プログラム

導入による身体機能改善効果

の検討 

月城一志 第 28 回日本心

不全学会学術集

会 

さいたま

市 

2024.10 COVID-19 患者における入院

によるフレイル進行と予後の

関連 

月城一志 第 40 回山口県

リハビリテーシ

ョン研究会 

宇部市 

2024.10 脳卒中急性期患者における退

院先決定因子－トイレ動作の

重要性－ 

和田将平 第 35 回山口県

作業療法学会 

周南市 

2024.11 間質性肺炎および肺高血圧症

を合併した顕微鏡的多発血管

炎患者に理学療法を施行し自

宅退院に至った 1症例 

水野博彰 第 33 回山口県

理学療法学術大

会 

山口市 

2024.11 開胸心臓手術患者における入

院関連能力低下（HAD）と予後

の関連 

月城一志 第 33 回山口県

理学療法学術大

会 

山口市 

2024.11 周術期消化器がん患者の在院

日数に影響する因子の検討 

阿部小夏 第 33 回山口県

理学療法学術大

会 

山口市 

2024.11 急性憎悪を繰り返す慢性心不

全患者に対し、退院後に療養指

導を継続し再入院の予防を図

った一症例 

平沼侑花 第 33 回山口県

理学療法学術大

会 

山口市 

2024.11 心不全療養指導士セッション

「中国県民カミングアウト！

退院支援・地域連携でうまくい

った症例 いかなかった症例」 

［コメンテーター］ 

月城一志 

第 125回日本循

環器学会中国地

方会 

倉敷市 

2024.12 関節可動域治療の基礎と実際 ［講師］ 

水野博彰 

山口県理学療法

士会 

下関市 

2025.1 右視床出血で姿勢障害を呈し

た症例に対し視覚的フィード

バックと荷重感覚入力を併用

し効果が得られた症例 

下郡明久 山口県理学療法

士会 領域別（事

例）神経系理学

療法症例検討会 

山口市 

2025.1 神経理学療法症例検討会 ［講師］ 

竹永秀平 

山口県理学療法

士会 領域別研

修会  

山口市 



2025.2 脳卒中理学療法の入門から発

展まで 

［講師］ 

竹永秀平 

山口県理学療法

士会（神経系領

域）ナイトセミ

ナー 

Web 開催 

2025.2 Stanford A 型急性大動脈解離

患者における退院時の歩行自

立に影響を与える要因の検討 

月城一志 第 55 回日本心

臓血管外科学会

学術総会 

下関市 

2025.3 健康寿命を延ばすための運動

指導教室 

［講師］ 

水野博彰 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

下関市生

涯学習プ

ラザ 

2025.3 緩和ケアにおけるリハビリテ

ーションの役割～日常の幸せ

に寄り添う～ 

［講師］ 

安部裕美子 

令和 6 年度下関

市立市民病院緩

和ケア研修会 

下関市立

市民病院 

 

＜論文＞ 

発表年 表  題 著者 雑誌・巻・ページ 

2024 COVID-19 患者における入院によ

るフレイル進行と予後の関連 

月城一志 理学療法やまぐち 3 巻 1

号 1-9 

2024 糖尿病教育入院患者の身体的フレ

イルに影響を与える要因の検討 

水野博彰 理学療法やまぐち 3 巻 1

号 10-14 

 

 


